
人口：32,240（＋17）
男：15,582（＋7）
女：16,658（＋10）

世帯：11,207（＋11）
（平成20年２月１日現在）
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今 月 号 の

主 な 内 容

農
産
物
加
工
施
設
は
、
Ｊ
Ａ
兵

庫
六
甲
六
瀬
支
店
の
敷
地
内
で
、

今
ま
で
購
買
部
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
た
場
所
を
改
修
し
て
、
加
工

施
設
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

っ
た
も
の
で
、
４
月
か
ら
利
用
を

開
始
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
町
内
産
の
農
作

物
を
使
用
し
、
次
々
と
特
産
品
を

生
み
出
し
て
い
る
「
い
な
の
郷
グ

ル
ー
プ
」
の
活
動
拠
点
と
な
り
ま

す
。
な
つ
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味

を
届
け
た
い
と
、
新
た
な
商
品
の

開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定

で
す
。

農
家
の
女
性
が
集
ま
っ
て
、
地

場
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
加
工
品
を

生
産
す
る
「
い
な
の
郷
グ
ル
ー
プ
」

は
、
今
年
で
26
年
目
を
迎
え
る
団

体
で
す
。

現
在
会
員
は
10
人
で
、
農
家
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
町
内
産
の
農

作
物
を
使
用
し
、
特
色
の
あ
る
商

品
開
発
に
つ
い
て
、
思
考
錯
誤
を

重
ね
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
猪
名
川
の
源
流
で

あ
る
大
野
山
に
自
生
す
る
く
ま
笹

を
利
用
し
、
「
く
ま
笹
茶
」
を
開
発

す
る
な
ど
、
地
域
社
会
の
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

い
な
の
郷
グ
ル
ー
プ
が
手
づ
く

り
し
た
商
品
は
、
道
の
駅
い
な
が

わ
・
尼
崎
高
原
ロ
ッ
ジ
・
日
生
中

央
駅
前
情
報
プ
ラ
ザ
で
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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▲蒸した米にこうじ菌を混ぜて味噌を作るいなの郷グループの皆さん
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く
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ふ
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グ
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づ
く
り
の
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品

�募集内容 加工施設の愛称

�募集期限 ３月1 4日（金）

必着　 �応募資格 町内在

住・在勤・在学の人　�応募

方法 ハガキ・Ｅメール・Ｆ

ＡＸのいずれかに、愛称・理

由・名前・住所・電話番号を

明記し、農林商工課　�選考

加工事業連絡協議会の厳選な審査により１作品を採用　�

賞 採用者には副賞（加工特産品詰め合わせ）を贈呈

申込み・問い合わせは、農林商工課（〒6 6 6－0 2 9 2住所記

入不要・�766－8709・FAX766－7725・Ｅメールnorinshoko

@town.inagawa.lg.jp）へ。

私達は、安全・安心な商品

を食べていただきたいと考

え、全て手づくりで作ってい

ます。

昨年５月から道の駅いなが

わで対面販売をするようにな

り、お客さんと直接ふれあえるのが楽しいで

す。その時に「おいしかった」「また買いに

来ますね」など、お客さんから喜びの声をい

ただけるのが一番励みになります。

1 0人という少ない人数で作っており、ほと

んど毎日出勤しなくてはいけないのでとても

大変ですが、非常にやりがいを感じています。

主婦の方達も忙しくなり、自分で料理をす

ることが少なくなっています。私達のこだわ

りの商品を一度食べていただき、手づくりの

よさを再認識してもらえたらうれしいです。

ふるさとの味を届けたい
いなの郷グループ会長　福西和子さん

くま笹茶は、阪神間

最高峰の大野山（標高

7 5 3ｍ）に自生する自

然の恵みを存分に受け

た新鮮なくま笹の葉から厳選されたものを原料として

使用しています。茶葉とビン詰めした清涼飲料水があ

り、ほのかに笹の香りがします。このお茶は、町の新

しい特産品として地元に眠っている特色のある素材を

使い、５年近くかかって今年度商品化しました。

県道川西篠山線の紫

合北ノ町交差点から北

田原東口間の安全性を

図ることを目的に、平

成1 5年度から周辺関係

自治会の協力のもと整

備を進めていた北野バ

イパスが５年の歳月を

経て完成しました。

一般車両の通行は３

月８日（土）午後３時

から可能です。しばらくは旧道との接続工事を行いますので、

通行時はご注意ください。

北野バイパスが完成

問い合わせは、建設課（�766－8705）へ。

▲南田原地内のバイパス区間

3月8日（土）午後3時に開通します

ホームページアドレス（URL）http://www.town.inagawa.hyogo.jp 電子メールアドレス　koho@town.inagawa.lg.jp

▲新しくなった加工室

農産物加工施設の

愛称を募集します

特
産
物
や
地
場
野
菜
を
素
材
に
し
た
加
工
品
の
製
造
出
荷
を
図

る
た
め
、
国
・
県
お
よ
び
町
の
交
付
金
・
補
助
金
を
活
用
し
、
Ｊ

Ａ
兵
庫
六
甲
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
整
備
を
進
め
て
い
た
「
農
産

物
加
工
施
設
」
が
、
２
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
農
産
物
加
工
施
設
と
、
こ
の
施
設
を
活
動
拠
点
と
し

て
新
た
な
特
産
品
を
作
り
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
「
い
な
の
郷

グ
ル
ー
プ
」
の
人
気
の
手
づ
く
り
商
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

（平成19年上半期売上数による）

1位

いなっこ

（うりの粕漬け）

400円

2位

惣菜

（コロッケなど）

100円

3位

黒大豆味噌

800円（800g）

4位

白大豆味噌

700円（800g）

5位

佃煮（ふき）

350円

新商品誕生

くま笹茶


